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1811年のある日、メアリー・アニングと
兄のジョセフが、近くの浜

はま

辺
べ

へ化石を探しに出かけた

ときのこと。ふたりはそこで、まるで怪
かい

物
ぶつ

のような骨を

発見した……それはなんと、巨
きょ

大
だい

な海の生物の
骨格化石だった！

メアリーは
天才的な化石ハンターで、

化石の正体を
見きわめる達人でも

あった！

その正体は魚
ぎょ

竜
りゅう

だった。今から
およそ２億年前に海でくらし、

すでに絶めつしたは
4

虫類の仲間だ。メアリーは愛犬のトレイをつれて、
たったひとりで化石の発掘を
つづけた。そして、まさに
天地をひっくりかえすような
数々の発見をしたんだ。たとえば……

発
はっ

掘
くつ

をはじめて数カ月後、ようやく姿をあらわしたのは、

長さ 5.2ｍもある骨格化石だった！　村人たちは、それが
おそろしい の骨にちがいないと海の怪物

それでも、メアリーが女性であること、またまずしい家庭の出身であることから、

生きているうちにその偉
い

業
ぎょう

が認められることはなかった。しかし、そんなメアリー

の歴史的大発見が現在、考古学の世界にビッグウェーブを起こしているんだ！

ジョセフとメアリーは両親といっしょに、
イギリスのライム・レジスという村でくらしていた。
その村はジュラシック・コーストとよばれる
ジュラ紀の地層の上にあり、みごとな化石が
見つかることで有名だった。

わたしたちが
見つけたのは……

すぐれた古生物学者だったメアリーに会うために、
世界中の有名な科学者たちが海辺の家をたずねてきた。地球がじつは

数十億年前に誕生したとわかったのも（当時は数千年前に地球ができたと
信じられていた）、メアリーの発見のおかげなんだ。

まずしかったアニング家は、
家族で化石を採集しては、休日にそれを売って

生計を立てていた。

その
日も
ふた
りは
いつ
ものよ

うに化
石を探して

回っていた。

ジョセフがあわててメアリーをよぶと、
メアリーがすぐにかけつけて地面を掘

ほ

りはじめた……
どんどん掘って……
掘りつづけた！

最後に食べた魚の骨が胃の中にのこる

プテロダクティルスという

魚竜類の骨格を見つけたり……

翼
よく

竜
りゅう

の最初の化石を発見したり。

首
くび

長
なが

竜
りゅう

の

プレシオサウルスの

完全骨
格を世界で

はじめて発掘したり……

海の
モンスター

思ったらしい。

する
と、
ジョ
セフ
の目に

奇
き
妙
みょうなかたち

の頭がい骨がとびこんできたんだ。
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12 才の少年だったネイサン・ラシュキンと父親は、
世界をあっとおどろかせる発見をした。カナダの

アルバータ州バッドランドで
ふたりが見つけたのは、先史時代の恐竜だった。

今からおよそ数百万年前、現在のバッドランズ国立公園のあたりを
さまざまな恐竜が歩いていた。今ではおおぜいのハイカーや古生物学者が

この公園内を歩き回っている。

ネイサンは小さいころから何度も
この場所をおとずれていた。

恐竜の化石を見つけるのが夢だったんだ。

……あらわれたのは、

世にもめずらしい大発見だった。

……岩石の下を

ハドロサウルス科の
骨は、アルバータ州にある

ロイヤル・ティレル
古生物学博物館で
展示されている。世界の
博物館では、いろんな
恐竜の化石を見る
ことができる。

……そして、2020年のじりじりと暑い
夏のある日、ついに運命のときがやってきた。

ネイサンはドキドキしながら
大きな声で父親をよんだ。

のぞいてみたり……

岩山の上に
のぼっ

てみ
たり
……

信じら
れない

光景
があ
らわ
れ
た
。

地面
から
つき
出て
いた
のは
…

…

岩山をよじのぼっ
たネイ

サン
の目
の前
に、

…
…
４
つ
の

大
き
な骨
だっ
た。

ほんとうはすぐにでも発
はっ

掘
くつ

したくてうずうずしていた。
でも、へたにさわってだいじな骨を傷つけてしまってはたいへんだ。

ネイサンと父親が近くの恐竜博物館に連
れん

絡
らく

すると、古生物学者の
調査隊がすぐに現場へかけつけた。

何カ月も地面を掘
ほ

りつづけ…… 土をかき出し…… ほこりをはらうと…
…

ネイサンが見つけたのは、今から 6900万年前に生きていた
ハドロサウルス科の恐竜、ヒパクロサウルスの骨だった。その時代の恐竜の化石は、

これまでほとんど見つかっていない。
まさしく世界をあっとおどろかす大発見だったんだ！

ぼくたちが
見つけたのは……恐

きょう

竜
りゅ う


